


　
　

湖
町
月
浦
運
動
公
園
「
ポ

　
　
ロ
モ
イ
ス
タ
ジ
ア
ム
」
が
完

成
し
、
４
月
１
日
、
竣
工
式
典
と

オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
た
こ
け
ら
落

と
し
マ
ッ
チ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

竣
工
式
典
で
は
、 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

洞

に
ぎ
わ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

福
井
政
吉
理
事
長
が
「
洞

湖

町
に
新
た
な
に
ぎ
わ
い
が
う
ま
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と
あ

い
さ
つ
し
、
続
い
て
真
屋
町
長
が

「
町
民
の
健
康
増
進
や
全
道
か
ら

も
愛
さ
れ
る
施
設
に
し
て
い
き
た

い
。
ス
タ
ジ
ア
ム
で
汗
を
か
い
た

後
は
、
洞

湖
温
泉
で
良
い
湯
に

つ
か
っ
て
ほ
し
い
」
と
オ
ー
プ
ン

を
祝
い
ま
し
た
。

　

キ
ッ
ク
イ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、

真
屋
町
長
が
キ
ッ
カ
ー
と
な
り
、

北
海
道
コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
の
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ド
ー

レ
く
ん
と
Ｐ
Ｋ
対
決
を
行
い
、
見

事
ゴ
ー
ル
を
決
め
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
は
、
オ
ー
プ
ン
を

記
念
し
て
こ
け
ら
落
と
し
マ
ッ
チ

2
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C
O
N
S
A
D

O
L
E
T
O
Y
A
C
U
P
（
株
式

会
社
コ
ン
サ
ド
ー
レ
主
催
）
が
開

催
さ
れ
、
北
海
道
コ
ン
サ
ド
ー
レ

札
幌
Ｕ
‐
12
な
ど
の
少
年
サ
ッ
カ

ー
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
12
チ
ー
ム
約
１

５
０
名
が
出
場
し
ま
し
た
。
選
手

た
ち
は
、
人
工
芝
の
新
し
い
ピ
ッ

チ
の
感
触
を
確
か
め
な
が
ら
、
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

旧
月
浦
小
学
校
跡
地
を
活
用
し

た
ポ
ロ
モ
イ
ス
タ
ジ
ア
ム
は
、
町

と
の
協
定
に
基
づ
き
株
式
会
社
コ

ン
サ
ド
ー
レ
が
監
修
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
ス
ポ
ー
ツ
専

用
の
優
れ
た
衝
撃
吸
収
性
が
あ
る

人
工
芝「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
タ
ー
フ
」

を
使
用
し
、
サ
ッ
カ
ー
で
利
用
す

る
場
合
に
は
公
式
競
技
用
は
１
面
、

ジ
ュ
ニ
ア
用
は
２
面
を
確
保
で
き
、

夜
間
照
明
を
設
備
し
て
い
ま
す
。

洞爺湖町月浦運動公
園

NPO法人
にぎわいネットワーク
理事長  福井政吉  さん　　

人工芝で
色々なスポーツに挑戦しよう！

　NPO法人洞爺にぎわいネットワークでは、
ポロモイスタジアムの管理運営を行っていま
す。
　洞爺湖ワンストップサポート事業で、宿泊施
設や活動場所の確保などの窓口を一本化してい
ます。　　　
　事業を利用していただければ、他地域の方で
も減免を受けることができます。そこが他には
ない魅力だと思っています。
　すでに、道内だけでなく、全国から合宿利用
などの問合せ、申込みがきています。
　洞爺湖町にまた一つにぎわいの拠点ができた
ので、皆さんに可愛がってもらえるスタジアム
になってほしいですね。



覚書

洞爺湖ワンストップサポート事業
　宿泊施設から活動場所の確保、お弁当の発注など
窓口を一本化して要望に応えます。

合宿したい

宿泊施設 活動場所の確保 お弁当の発注

問合せ・利用申込
NPO法人　洞爺にぎわいネットワーク
☎0142-73-1008
E-MAIL npo@toya-nigiwai.com

合

所 在 地　 洞爺湖町月浦44番地42
利用時間　８時～21時
施　　設　多目的人工芝グラウンド　１面　9,282
㎡
　　　　　（ジュニア　２面）

施設利用料金

付帯設備利用料金

減免
　「地域振興」「子どもの育成」の各活動への支援活動
の観点から、減免対象者、利用目的に対し減免率を設定
しました。減免対象は、洞爺湖の宿泊施設を利用し、子
どもの育成に繋がるクラブ活動となります。

　平成25年11月に洞爺湖町と株式会社コンサドー
レの間で交わされた協定書に基づき、平成29年２
月にNPO法人洞爺にぎわいネットワークと㈳コン
サドーレ北海道スポーツクラブで、洞爺湖町月浦運
動公園ポロモイスタジアムでの今後の本格事業実
施、計画実現を目的に、事業計画についての覚書が
交わされました。
　その事業計画を紹介します。

１．洞爺湖町月浦運動公園ポロモイスタジアムにて
　　コンサドーレジュニアサッカースクール洞爺校
　　を開校
２．コンサドーレ主催によるU-12大会の定着化
３．全道コンサドーレジュニアスクール校合同合宿
　　の誘致実施計画づくり（2019年度以降）
４．洞爺湖町でのサッカー大会の計画づくり
５．タイ・ベトナム・インドネシア・マレーシア・
　　カンボジアなど、アジア圏の子どもたちとのフ
　　レンドリーマッチの実現、プロジェクトチーム
　　の立ち上げ
６．各種スポーツ団体と洞爺湖町とのネットワーク
　　構築
７．北海道リラコンサドーレをはじめとする女子サ
　　ッカー大会の開催や小規模学校のサッカー少年
　　少女との交流事業など、子どもたちに夢を与え
　　られる事業の構築

至　洞爺地区

至　洞爺湖温泉街

洞爺湖洞爺湖温泉
小学校

グリーン
ステイ
洞爺湖

洞爺湖町月浦運動公園
ポロモイスタジアム

ＮＰＯ法人洞爺にぎわいネットワーク
コンサドーレ北海道スポーツクラブ

　この洞爺湖町月浦運動公園（ポロモイスタジアム）は
スポーツ振興くじ助成金を受けて整備されたものです。

NPO法人　洞爺にぎわいネットワーク



　
　

湖
温
泉
利
用
協
同
組
合

　
　
（
若
狭
洋
市
代
表
理
事
）
が

進
め
て
き
た
新
泉
源
の
温
泉
水
を

活
用
し
た
地
熱
発
電
施
設
が
完

成
し
、
３
月
10
日
竣
工
式
と
記
念

式
典
を
開
き
ま
し
た
。
竣
工
式
は
、

有
珠
山
金
比
羅
火
口
近
く
に
あ
る

同
発
電
施
設
で
行
わ
れ
、
地
元
や

関
係
省
庁
な
ど
の
関
係
者
50
人
が

神
事
に
臨
み
ま
し
た
。

　

挨
拶
に
立
っ
た
若
狭
代
表
理
事

は
「
４
年
が
か
り
で
完
成
し
、
感

無
量
。
発
電
と
温
泉
供
給
の
連
携

で
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
。
環
境
テ
ー
マ
の
サ
ミ
ッ

ト
開
催
地
と
し
て
、
わ
ず
か
な
発

電
で
す
が
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に

地
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
の
取
り
組

み
が
日
本
全
体
で
盛
り
上
が
っ
て

い
っ
て
ほ
し
い
」
と
完
成
を
喜
び

ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
会
場
を
洞

湖

温
泉
の
ホ
テ
ル
に
移
し
て
基
調
講

演
と
記
念
式
典
を
開
催
。
基
調
講

演
で
は
、
北
海
道
立
総
合
研
究
機

構
環
境
・
地
質
研
究
本
部
地
質
研

究
所
の
秋
田
藤
夫
所
長
が
、
洞

湖
温
泉
の
開
発
の
歩
み
を
概
括
し
、

地
域
で
の
地
熱
発
電
の
意
義
に
つ

い
て
述
べ
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
で
は
、
発
電
施
設
の

設
置
に
関
係
し
た
事
業
所
に
対
し

感
謝
状
が
贈
ら
れ
、
技
術
的
貢
献

に
感
謝
し
ま
し
た
。

　　
こ
の
地
熱
発
電
事
業
の
始
ま
り

は
、
四
十
三
山
山
麓
の
泉
源
の
温

度
低
下
の
中
で
、
高
温
資
源
を
確

保
す
る
た
め
に
、
平
成
25
年
度
経

済
産
業
省
の
助
成
金
を
活
用
し
行

っ
た
新
泉
源
の
掘
削
の
成
功
で
し

た
。
こ
の
泉
源
は
、
金
比
羅
火
口

近
く
で
約
１
３
５
度
の
温
泉
水
が

毎
分
約
４
０
０
㍑
湧
出
。

　

洞

湖
温
泉
１
０
０
年
の
歴
史

の
中
で
、
１
０
０
度
を
超
え
る
地

熱
水
の
湧
出
は
初
め
て
の
こ
と
で

す
。

　

平
成
26
年
度
に
は
、
国
の
認
可

を
受
け
、
地
熱
理
解
促
進
支
援
事

業
と
し
て
、
源
泉
を
温
泉
利
用
す

る
た
め
の
設
備
を
構
築
し
、
地
域

振
興
の
一
つ
と
し
て
温
泉
た
ま
ご
の

製
造
設
備
を
併
設
。
現
在
「
ジ
オ

温泉熱を利用した地熱発電開始

地
熱
発
電
に

　
　
　

利
用
す
る
熱
源

発電設備竣工式発電設備竣工式
　　　 記念式典開く　　　 記念式典開く

発電設備竣工式
　　　 記念式典開く

①①

②② ③③

写真説明

①バイナリー発電シ
　ステムと若狭代表
　理事

②金比羅山にある新
　泉源と発電所敷地

③地熱発電施設完成
　竣工式



た
ま
ご
」
の
製
品
名
で
、
洞

湖

温
泉
観
光
協
会
で
販
売
し
て
い
ま

す
。
平
成
27
年
度
か
ら
は
、
地
熱

開
発
調
査
事
業
を
実
施
し
、
揚
湯

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
し
て
、
揚
湯
量

や
温
度
・
泉
質
の
変
化
、
四
十
三

山
地
区
の
既
存
泉
源
へ
の
影
響
の

有
無
な
ど
を
調
査
し
、
温
泉
発
電

に
対
し
て
恒
久
的
に
利
用
可
能
で

あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
結
果
か
ら
平
成
28
年
度
に

は
、
環
境
省
と
洞

湖
町
の
補
助

金
を
受
け
、
バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
機

を
主
と
し
た
地
熱
発
電
設
備
の
設

置
事
業
を
完
了
し
、
地
熱
発
電
施

設
「
洞

湖
温
泉
Ｋ
Ｈ‐

１
地
熱

発
電
所
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

　　

洞

湖
温
泉
で
実
施
さ
れ
る
発

電
は
、「
バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
」
と

呼
ば
れ
る
発
電
方
式
で
、
沸
点
の

低
い
作
動
媒
体
を
加
熱
・
蒸
発
さ

せ
、
そ
の
蒸
気
で
タ
ー
ビ
ン
を
回

し
て
発
電
す
る
仕
組
み
で
温
度
の

低
い
地
熱
や
排
熱
を
利
用
で
き
る

の
が
特
徴
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

洞

湖
温
泉
の
設
備
は
、
最
大

出
力
60　
の
発
電
機
を
１
基
導
入

し
、
通
常
時
は
出
力
40　

程
度
で

運
転
。
こ
の
施
設
で
の
発
電
の
全

量
を
、
設
備
稼
働
に
必
要
な
電
力

を
賄
う
の
に
使
用
し
、
将
来
は
街

灯
・
非
常
灯
や
電
気
自
動
車
の
充

電
に
活
用
す
る
な
ど
観
光
客
の
誘

客
に
も
つ
な
げ
て
い
く
計
画
で
す
。

一
方
発
電
後
の
地
熱
水
は
、
温
泉

水
と
し
て
温
泉
街
の
ホ
テ
ル
な
ど

で
２
次
利
用
し
て
い
き
ま
す
。

kw

バ
イ
ナ
リ
ー
発
電

洞 湖温泉　地熱利用の流れ
地熱発電

地熱水約 135℃
400L/min を揚湯

バイナリー発電（温泉発電）
発電量：50kw程度

KH-1 地熱構造試錐井 （２次利用水
　　　　　　の活用）

発電で利用計画（案）

将来余剰電力で
街灯・非常灯

KH-1 揚湯ポンプ
などに電力供給

緊急時及び
不足分電力
購入

洞 湖温泉

洞 湖温泉街へ
温泉供給

地熱をテーマとした
観光事業の振興

発電後の地熱水を温泉水
として２次利用

ジオたまご（温泉卵）
の製造・販売
（観光協会）

地域での地熱利用

温泉利用

観
光
素
材
の
案
内

kw

発電（電力供給）



　

私
た
ち
は
、
日
ご
ろ
健
康
で
も
、

い
つ
、
ど
ん
な
と
き
に
病
気
や
ケ

ガ
を
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ

ん
な
と
き
に
備
え
て
、
加
入
者
の

皆
さ
ん
が
普
段
か
ら
保
険
税
を
出

し
合
っ
て
医
療
費
に
あ
て
る
助
け

合
い
の
制
度
が
「
国
民
健
康
保
険

制
度
」
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、

皆
さ
ん
が
住
ん
で
い
る
市
町
村
が

運
営
し
、
地
域
の
健
康
生
活
を
支

え
て
い
ま
す
。

　

洞

湖
町
に
居
住
し
て
い
る
方

で
、
職
場
の
健
康
保
険
・
共
済
組

合
な
ど
、
他
の
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
方
や
生
活
保
護
法
に
よ

る
扶
助
を
受
け
て
い
る
方
以
外
、

全
て
の
町
民
は
、
国
保
に
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ

と
を
国
民
皆
保
険
制
度
と
い
い
ま

す
。

　

国
保
の
資
格
を
喪
失
し
た
後
、

新
し
い
社
会
保
険
な
ど
の
保
険
証

が
手
元
に
届
く
ま
で
の
間
、
国
保

の
被
保
険
者
証
を
使
用
し
て
診
療

を
受
け
た
場
合
、
国
保
で
負
担
し

た
分
を
返
還
し
て
も
ら
う
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
は
、
本
来
新
し
い
社
会
保

険
な
ど
で
負
担
す
べ
き
医
療
給
付

費
を
国
保
か
ら
支
払
っ
た
た
め
で
、

そ
の
際
に
は
加
入
し
て
い
た
方
か

国
民
健
康
保
険

　

 
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

■
問
合
せ

　

住
民
課
国
保
医
療
グ
ル
ー
プ

　
（
☎
74-

３
０
０
２
）

国民健康保険（国保）の手続き
　国保に加入するとき、または国保をやめるときは、
14日以内に手続きをしなければなりません。

※国保に加入する際の注意事項
　保険証は既に国保加入者がいる世帯の場合に必要です。
　過去、国民健康保険に加入したことがあり退職被保険者等に該当していた方（65 歳未満の方）は、加入手続
きを行う際、「年金証書」の提示を求めることがあります。

加
入
し
な
け
れ
ば

　
　
　

  

な
ら
な
い
方

資
格
喪
失
後
の
診
療

必要なとき　　　　　　　　　　手続きの際に必要なもの

国保に加入す

るとき

国保を

やめるとき

その他

他市区町村から洞爺湖町へ転入したとき

職場などの健康保険をやめたとき

職場などの健康保険の扶養家族をはずれたとき

お子さまが生まれたとき

生活保護を受けなくなったとき

洞爺湖町から他市区町村へ転出するとき

職場などの健康保険などに加入したとき

国保の被保険者が亡くなったとき

生活保護を受けたとき

住所、氏名、世帯主などが変わったとき

修学のため、他の市区町村に住所を移すとき

保険証を紛失したり、汚れて使用できなくな
ったとき

印鑑、転出証明書（保険証）

印鑑、健康保険の資格喪失証明書（保険証）

印鑑、扶養家族をはずれた証明書（保険証）

印鑑、保険証、母子健康手帳（保険証）

印鑑、保護廃止決定通知書（保険証）

印鑑、保険証

印鑑、保険証、職場などの保険証

印鑑、保険証、通帳、死亡を証明するもの

印鑑、保護開始決定通知書、保険証

印鑑、保険証

印鑑、保険証、在学（園）証明書

印鑑、身分を証明するもの（免許証など）



ら
国
保
へ
返
還
し
、
返
還
し
た
分

を
社
会
保
険
な
ど
に
改
め
て
請
求

す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
。

　

国
保
か
ら
給
付
費
の
返
還
請
求

の
通
知
が
届
い
た
ら
、
案
内
に
従

い
、
請
求
金
額
を
支
払
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

そ
の
後
、
領
収
書
と
国
保
よ
り

送
付
さ
れ
る
書
類
（
診
療
報
酬
明

細
書
の
写
し
な
ど
）
を
社
会
保
険

な
ど
の
保
険
者
に
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。

　

国
保
に
支
払
っ
た
金
額
が
、
社

会
保
険
な
ど
の
保
険
者
か
ら
返
還

さ
れ
ま
す
。

　

給
付
制
限
な
ど
に
よ
り
支
給
さ

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
、
社
会
保
険
な
ど
の
保

険
者
へ
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

新
し
い
社
会
保
険
な
ど
の
保
険

証
の
交
付
前
に
医
療
機
関
を
受
診

す
る
場
合
は
、
現
在
「
保
険
証
切

替
手
続
き
中
」
で
あ
る
こ
と
を
医

療
機
関
窓
口
に
伝
え
、
国
保
の
保

険
証
は
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

保
険
証
（
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
）
は
、
国
保
の
加
入
者
で

あ
る
こ
と
の
証
明
書
で
あ
り
、
加

入
者
が
お
医
者
さ
ん
へ
か
か
る
と

き
の
受
診
券
の
役
割
を
は
た
す
も

の
で
す
。
大
切
に
保
管
し
、
正
し

く
使
い
ま
し
ょ
う
。

　

保
険
証
の
交
付
を
受
け
た
ら
次

の
こ
と
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

①
保
険
証
の
内
容
に
間
違
い
が
な

　
い
か
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

②
有
効
期
限
が
切
れ
た
保
険
証
や

　
コ
ピ
ー
な
ど
、
自
分
で
書
き
直

　

し
た
保
険
証
は
使
用
で
き
ま
せ

　

ん
。

③
保
険
証
の
貸
し
借
り
を
し
た
り
、

　

加
入
者
以
外
の
者
が
使
用
す
る

　
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

④
治
療
や
診
察
が
済
ん
だ
ら
必
ず

　

手
元
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
職
場
な
ど
の
健
康
保
険
に
加
入

　

し
た
り
、
家
族
に
異
動
が
あ
っ

　

た
場
合
は
、
役
場
住
民
課
で
手

　

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
国
保

加
入
者
の
皆
さ
ん
が
負
担
し
て
い

る
保
険
税
に
よ
り
運
営
し
て
い
ま

す
。

　

国
保
税
は
、
加
入
者
の
所
得
な

ど
に
応
じ
、基
礎
賦
課
額（
医
療
）

分
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
、
介

護
納
付
金
分
（
40
〜
64
歳
の
加
入

者
の
み
）
を
そ
れ
ぞ
れ
計
算
し
、

合
算
し
た
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ

課
税
の
上
限
が
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
課
税
限
度
額
（
打
ち

切
り
額
）
と
い
い
ま
す
。

　

高
所
得
者
に
応
分
の
負
担
を
求

め
る
目
的
で
、
平
成
28
年
３
月
に

国
の
課
税
限
度
額
の
基
準
額
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。
洞

湖
町
で
も

平
成
29
年
度
か
ら
国
保
税
の
課
税

限
度
額
を
改
正
し
ま
す
。

　

な
お
、
国
保
税
の
税
率
の
改
正

は
行
い
ま
せ
ん
。

　

改
正
後
の
課
税
限
度
額
は
次
の

と
お
り
で
す
。

①
返
還
手
続
き

②
間
違
え
て
国
保
を
使
わ

　

な
い
た
め
に

保
険
証
は
正
し
く
使
用
し

大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う

国
保
税
の
課
税
限
度
額

が
変
わ
り
ま
す

医療費でお困りの方は
　　　　ご相談ください
　無料低額診療事業とは、経済的理由により適切な医療を受
けることができない方々に対し、無料または低額で診療を行
う事業です。

■対象者（減免を受けることができる方）　
　低所得者などで経済的理由により診療費の支払いが困難
な方（外国籍の方も、本事業を利用できます）
■減免金額
　診療費の自己負担分の 10％以上または全額 ( 減免金額は、
医療機関によって異なります )
■実施機関
　町内でこの事業を実施している医療機関は、北海道社会事
業協会洞爺病院（洞爺協会病院）のみです。
■利用方法
　利用する際には、直接、医療機関に電話などで問合せくだ
さい。

　申込方法や減免基準は、医療
機関によって異なります。
　洞爺協会病院に申込みを希望
される方は、同病院地域医療福
祉連携室（☎74-2555）まで問合
せください。医療費の公費負担
制度の活用についても相談に応
じています。

区 分 改正前 改正後

基礎賦課額（医療）分 52万円 54万円

後 期 高 齢 者 支 援 金 分 17万円 19万円

介 護 納 付 金 分 16万円 16万円

合 計 85万円 89万円

※介護納付金分は変わりません。



役
場
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

平
成
29
年
度
社
会
保
険
出
張
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
室
蘭
年
金
事
務
所
の

職
員
の
方
が
、
年
金
事
務
の
相
談

員
と
し
て
対
応
し
ま
す
。
電
話
で

の
完
全
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

予
約
は
、
開
設
日
前
１
カ
月
よ

り
室
蘭
年
金
事
務
所
（
☎
０
１
４

３‐

50‐

１
０
０
４
）
で
受
け
付

け
ま
す
。
自
動
音
声
対
応
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
音
声
案
内
に
従

っ
て
、「
１
番
」
を
選
択
後
、「
２

番
」
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

●
洞
爺
湖
町
社
会
保
険
出
張
相
談

所
開
設
日
程

■
日　

時　

①
８
月
３
日
（
木
）

②
平
成
30
年
２
月
１
日
（
木
）
10

時
30
分
〜
15
時
30
分

■
場　

所　

洞

湖
町
役
場
３
０

２
会
議
室

●
伊
達
市
社
会
保
険
出
張
相
談
所

開
設
日
程

■
日　

時　

①
５
月
18
日
（
木
）

②
７
月
20
日
（
木
）　　
　
　
　

③
９
月
21
日
（
木
）④
11
月
16
日

（
木
）⑤
平
成
30
年
１
月
18
日

（
木
）
10
時
〜
16
時

■
場　

所　

伊
達
市
役
所
本
庁
舎

会
議
室

　

身
体
障
害
者
が
自
立
し
た
日
常

生
活
、
社
会
生
活
を
営
む
た
め
に

自
動
車
を
改
造
す
る
場
合
、
そ
の

自
動
車
の
改
造
に
要
す
る
経
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

助
成
金
を
交
付
す
る
ま
で
に
時

間
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
自
動
車

改
造
の
予
定
が
あ
る
方
は
早
め
に

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
対
象
者　

次
の
全
て
に
該
当
す

る
方

・
洞

湖
町
に
居
住
し
、
住
民
基

　

本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
方

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

　

け
て
い
て
、
次
に
規
定
す
る
障

　

害
が
あ
る
方

①
上
肢
機
能
障
害
で
１
級
か
ら
３

　

級
ま
で
の
各
級

②
下
肢
機
能
障
害
で
１
級
か
ら
４

　

級
ま
で
の
各
級

③
体
幹
機
能
障
害
で
１
級
か
ら
３

　

級
ま
で
の
各
級

・
就
労
な
ど
の
社
会
参
加
す
る
た

　

め
に
自
ら
が
所
有
し
運
転
す
る

　

自
動
車
の
操
向
装
置
（
ハ
ン
ド

　

ル
）
や
駆
動
装
置
（
ア
ク
セ
ル

　

及
び
ブ
レ
ー
キ
）
な
ど
の
一
部

　

を
改
造
す
る
必
要
が
あ
る
方

・
前
年
の
所
得
税
課
税
所
得
金
額

　
（
各
種
所
得
控
除
後
の
額
）
が
当

　

該
月
の
特
別
障
害
者
手
当
の
所

　

得
制
限
額
を
超
え
な
い
方

■
助
成
限
度
額　

10
万
円

■
必
要
書
類

・
自
動
車
改
造
費
助
成
申
請
書　

　
（
必
要
事
項
を
記
入
し
て
く
だ

　

さ
い
）

・
車
検
証
の
写
し

・
自
動
車
運
転
免
許
証
の
写
し

・
改
造
の
箇
所
及
び
経
費
を
明
ら

　

か
に
し
た
改
造
を
行
う
業
者
の

　

見
積
書
（
既
に
改
造
さ
れ
た
場

　

合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）

・
印
鑑

■
申　

請　

本
庁
健
康
福
祉
課
、

洞

湖
温
泉
支
所
、
洞

総
合
支

所
　

洞

湖
町
の
出
身
で
、
現
在
、

札
幌
市
近
郊
に
在
住
さ
れ
る
方
々

の
親
睦
を
は
か
り
、
そ
の
郷
土
愛

の
も
と
に
交
流
を
深
め
、
郷
土
の

繁
栄
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
第
64
回
札
幌
と
う
や
湖
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
札
幌
近
郊
に
知

り
合
い
が
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
、
交

流
会
の
開
催
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

■
日　

時　

６
月
17
日
（
土
）
17

時
〜

■
場　

所　

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

札
幌

■
参
加
料　

６
，
０
０
０
円
（
会

費
分
）

■
行　

程　

往
路　
役
場(

14
時)

↓
洞

湖
文
化
セ
ン
タ
ー
（
14
時

10
分
）↓
と
う
や
水
の
駅
（
14
時

40
分
） 
↓
札
幌
着
（
16
時
50
分
）

復
路　

札
幌
発
（
19
時
予
定
）

※

送
迎
バ
ス
を
用
意
し
ま
す
。

■
申
込
み　

５
月
31
日
（
水
）
ま

で
　

相
続
手
続
き
、
遺
言
書
の
作
成

や
、
契
約
手
続
き
、
ま
た
官
公
署

に
提
出
す
る
書
類
の
作
成
な
ど
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。
事
前
の
予
約

は
不
要
で
す
。

■
日　

時　

６
月
17
日
（
土
）
９

時
30
分
〜
12
時

■
場　

所　

母
と
子
の
館
研
修
室

■
申
込
み　

北
海
道
行
政
書
士
会

室
蘭
支
部
（
☎
76‐

３
５
３
８
・

担
当
後
藤
）
／
住
民
課
住
民
・
戸

籍
年
金
グ
ル
ー
プ
（
☎
74‐

３
０

０
２
）

■
主　

催　

北
海
道
行
政
書
士
会

室
蘭
支
部



役
場
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

金
銭
、
相
続
、
夫
婦
間
、
交
通

事
故
、
消
費
者
問
題
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。　

　

必
ず
２
日
前
の
17
時
ま
で
に
事

前
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
定
員（
３

人
）
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
日　

時　

①
５
月
18
日
（
木
）

②
６
月
１
日
（
木
）
13
時
30
分
〜

15
時

■
場　

所　

①
虻
田
ふ
れ
合
い
セ

ン
タ
ー
②
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー

■
担　

当　

①
高
村
真
人
弁
護
士

　
（
む
ろ
ら
ん
法
律
事
務
所
）②
林

　

正
樹
弁
護
士
（
伊
達
噴
火
湾
法

律
事
務
所
）

住民基本台帳の閲覧状況を公表します
　住民基本台帳法第 11条第 3項及び第 11条の２第 12項、住民基本台帳
法の一部の閲覧及び住民票の写し等の交付に関する省令第３条の規定に基づ
き、次のとおり公表します。
　　　　　　　　■問合せ　住民課住民・戸籍年金グループ（☎74-3002）

閲覧申出者 利用目的の概要 閲覧日 閲覧した住民の範囲

自衛隊札幌地方
協力本部長
篠村和也

自衛隊札幌地方
協力本部長
篠村和也

一般社団法人
中央調査社
会長　西澤豊

一般社団法人
中央調査社
会長　大室真生

一般社団法人
中央調査社
会長　大室真生

公立大学法人
札幌市立大学
理事長　蓮見孝

「自衛官募集」「防衛大学学
校等学生募集」のため対象者
抽出
【自衛隊法第29条１項、同
法第35条】

「陸上自衛隊高等工科学校生
徒募集」のため対象者抽出
【自衛隊法第29条１項、同
法第35条】

「テレビ放送に関するアンケ
ート」のため対象者抽出
【委託者　ＮＨＫ営業局計画
管理部】

「政府の役割についての国際
比較調査」のため対象者抽出
【委託者　ＮＨＫ放送文化研
究所世論調査部】

「中年期男性の生活の送り方
に関する調査」のため対象者
抽出
【委託者　学校法人桜美林大
学】

「農村地域在住高齢者におけ
る自己効力感と健康関連ＱＯ
Ｌに関する研究アンケート」
のため対象者抽出

平成28年
４月21日

平成28年
４月21日

平成28年
４月26日

平成28年
８月23日

平成28年
８月23日

平成29年
２月22日

平成10年４月２日
から平成11年４月
１日生まれの男性
40名

平成13年４月２日
から平成14年４月
１日生まれの男性
31名

高砂町地区の満18
歳以上の住民20名

洞 湖温泉地区の
満16歳以上の住民
12名

洞 地区の満55歳
以上64歳以下の男
性11名

満65歳以上の住民
500名

５月27日（土） ５月28日（日）

場　所  　　　 時　間

花和農協支所前

月浦集会所前

珍小島駐車場

洞爺湖文化センタ
ー前

旧旭ホテル横

温泉地区出張

セブンイレブン入
江店前

泉公営住宅公園横

入江４区集会所前

9:00～
　9:15

9:40～
10:00

10:20～
10:40

10:45～
11:00

11:10～
11:30
11:30～
12:00

13:00～
13:30

13:40～
14:20

14:30～
15:00

9:00～
9:40

9:50～
10:10

10:20～
10:50

11:00～
11:20
11:30～
12:00
13:00～
13:30

13:40～
14:10

14:10～
15:00

役場庁舎前

清水集会所前

あぶたふれ合いセ
ンター前

４区でんでん広場
前

文化交流会館
（旧消防）

高砂広場

虻田コミセン前

本町地区出張

場　所  　　　 時　間狂犬病予防注射は
　必ず接種しましょう
　狂犬病予防集合注射を行います。注射手数料
3,110円を持参して、近くの会場へ来てくださ
い。予防注射は、毎年必ず接種しましょう。
　どうしても会場に来られない方は、戸別に出張
時間に回診しますので５月24日までに環境課へ連
絡してください。回診については、別途1,000円
の負担となります。初めて登録と注射を行う犬に
ついては、登録手数料3,000円と合わせて6,110円
が必要となります。
　犬の登録や予防注射を行っていない犬が、 傷
事故を起こした事例があります。　
　その場合重大な罪に問われることがありますの
で、必ず登録と狂犬病注射を行ってください。

　　　　　  ■問合せ　環境課環境推進グループ　
　　　　　　　　　　　　　　　  （☎74-3006）

花

は
しょう







　

自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進

　

〜
ペ
ダ
ル
こ
ぐ　

免
許
は
な
い

　
　

け
ど　

ド
ラ
イ
バ
ー
〜

　

自
転
車
は
と
て
も
便
利
で
環
境

に
優
し
い
乗
り
物
で
す
が
、
ル
ー

ル
や
マ
ナ
ー
を
無
視
し
た
乗
り
方

は
重
大
な
交
通
事
故
に
つ
な
が
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

正
し
い
ル
ー
ル
を
知
り
、
安
全

に
自
転
車
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

◆
自
転
車
安
全
利
用
五
則
を
守
り

　

ま
し
ょ
う

①
自
転
車
は
、
車
道
が
原
則
、
歩

道
は
例
外

②
車
道
は
左
側
を
通
行

③
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道

寄
り
を
徐
行

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

飲
酒
運
転
・
二
人
乗
り
・
並
進
の

禁
止
／
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯
／

交
差
点
で
の
信
号
遵
守
と
一
時
停

止
・
安
全
確
認

⑤
子
供
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

　

日
本
の
四
季
の
移
ろ
い
を
楽
し

む
ク
ル
ー
ズ
ト
レ
イ
ン
「
ト
ラ
ン

ス
イ
ー
ト
四
季
島
」
が
運
行
し
て

い
ま
す
。

　

洞

駅
に
は
、
毎
週
水
曜
日
10

時
40
分
ご
ろ
到
着
予
定
で
、
列
車

は
本
州
方
面
へ
向
か
い
ま
す
。

　

よ
う
こ
そ
洞

湖
町
へ
！
の
お

も
て
な
し
の
気
持
ち
を
込
め
て
、

沿
線
で
手
を
振
っ
て
み
ま
せ
ん
か

？
線
路
や
踏
切
内
に
立
ち
入
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
周
囲
の
安
全
に

は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。（
運

行
の
な
い
週
も
あ
り
ま
す
）

　

毒
草
の
中
に
は
野
草
や
山
菜
な

ど
と
区
別
が
難
し
い
も
の
が
あ
り
、

道
内
で
は
毎
年
の
よ
う
に
毒
草
に

よ
る
食
中
毒
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

野
草
や
山
菜
を
食
べ
る
前
に
は

次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
食
べ
ら
れ
る
か
ど
う
か
の
判
断

が
つ
か
な
い
植
物
は
と
ら
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
家
庭
菜
園
な
ど
で
、
野
菜
と
観

賞
植
物
を
一
緒
に
栽
培
す
る
こ
と

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
食
べ
て
異
常
を
感
じ
た
と
き
は

速
や
か
に
医
師
の
診
察
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

■
問
合
せ　

室
蘭
保
健
所
生
活
衛

生
課
食
品
保
健
係
（
☎
０
１
４
３

‐

24‐

９
８
４
９
）

　

納
税
通
知
書
は
、
５
月
８
日
に

全
道
一
斉
に
発
送
さ
れ
ま
す
の

で
、
忘
れ
ず
に
納
期
内
に
納
め
ま

し
ょ
う
。

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
自

動
車
税
の
納
付
が
で
き
、
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
携
帯
電

話
を
使
っ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

か
ら
手
続
き
が
行
え
ま
す
。
納
税

後
す
ぐ
に
車
検
更
新
す
る
場
合
は

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
税
で
は
な

■運転免許更新時講習日程（於:だて歴史の杜カルチャーセンター）
優良（30分） 一般（60分） 違反（120分） 初回（120分）

７日(水)18:30～ 15日(木)18:30～６月 ２日(金)18:30～/12日(月)13:30～ ２日(金)19:30～/12日(月)14:30～



税
納
た
い
つ
が
書
明
証
税
納
、
く

。
い
さ
だ
く
て
し
付
納
で
書
知
通

せ
合
問
■

　

額
税
（
書
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通
税
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事
税
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札
）
ど
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更
変
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０
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４
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０
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洞

町
の
和
平
核
非
「
の
町
湖

家
・
域
地
、
て
い
づ
基
に
」
言
宣

核
、
し
進
推
を
動
運
和
平
ら
か
庭

現
実
の
和
平
久
恒
と
絶
廃
の
器
兵

る
す
施
実
を
業
事
和
平
、
め
た
の

成
平
、
て
し
と
的
目
を
と
こ

24
年

洞
「
に
月
６

の
和
平
核
非
町
湖

設
が
」
会
員
委
行
実
り
く
づ
ち
ま

。
た
し
ま
れ
さ
立

　

す
「や
」
展
和
平
と
争
戦
「、
年
毎

つ
り
語
を
争
戦
て
べ
食
を
ん
と
い

は
度
年
昨
、
し
催
開
を
」
い
集
ぐ

を
会
演
講
て
い
招
を
方
の
者
爆
被

。
た
し
ま
し
催
開

　

に
緒
一
、
し
同
賛
に
旨
趣
の
こ

ま
し
集
募
を
方
る
れ
く
て
し
動
活

、
は
方
る
あ
の
心
関
、
味
興
。
す

。
い
さ
だ
く
絡
連
で
ま
課
務
総
場
役

せ
合
問
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員
職
・
務
庶
課
務
総

74‐

）
０
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進
促
用
雇
と
り
守
見
の
者
齢
高

洞
「
る
す
関
に

守
見
域
地
町
湖

の
者
齢
高
、
て
じ
通
を
」
定
協
り

洞
る
い
で
ん
組
り
取
に
援
支
会
社

、
が
ン
ブ
レ
イ
ン
ブ
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と
町
湖

る
す
援
応
を
職
就
の
方
の
ア
ニ
シ

事
仕
の
ニ
ビ
ン
コ
で
同
共
、
め
た

。
す
ま
い
行
を
会
明
説

　

と
い
た
み
て
い
働
ら
か
ろ
ご
日

、
に
々
方
の
者
齢
高
る
い
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え
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仕
の
で
ア
ト
ス
ス
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ニ
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コ

。
す
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事
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６
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洞
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仕
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■
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５
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日
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祉
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健
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駐
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千
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・
年
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事
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念
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年
周
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時　
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土
（
日
３
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６

15
時
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地
屯
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東

　内
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容　

車
戦
の
級
大
最
本
日

た
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10
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開
公
初
の
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戦
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合
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総
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団
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第

３
２
１
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班
外
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報
広
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務

‐
23‐
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１
３
１
５

※

料
無
り
よ
駅
歳
千
Ｒ
Ｊ
は
日
当

、
め
た
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れ
さ
想
予
が
雑
混
変
大

め
勧
お
を
用
利
の
ど
な
関
機
共
公

。
す
ま
し

　

方
い
た
り
知
を
訟
訴
炎
肝
型
Ｂ

え
考
を
加
参
の
へ
訟
訴
に
た
新
や

に
象
対
を
族
家
の
そ
、
方
る
い
て

予
前
事
。
す
ま
し
催
開
を
会
明
説

で
料
無
は
費
加
参
、
で
要
不
は
約

。
す

　日
■

時　

月
６

17

）
土
（
日

13

時
30　場

■

所　

ル
カ
杜
の
史
歴
て
だ

せ
合
問
■

　

訟
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炎
肝
型
Ｂ
国
全

１
０
☎
（
局
務
事
団
護
弁
道
海
北１‐

１
３
２

‐

）
１
４
９
１

　　

ご
う
と
が
り
あ
附
寄
ご
の
意
善

。
す
ま
い
ざ

付
寄
の
へ
町
●

）
区
１
入
（
ん
さ
ヱ
サ
マ
屋
真
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円
万

円
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３
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栖
之
時
）
株
（▽
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議
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祉
福
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●

）
区
１
入
（
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ヱ
サ
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真
▽は

20

円
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＜

品
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寄
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）
区
５
虻
（
ん
さ
博
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沼
▽

）
区
１
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さ
ツ
ミ
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鈴
▽
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夫
昌
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▽
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６
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２
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（
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さ
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１
入
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さ
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英
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■運転免許更新時講習日程（於:だて歴史の杜カルチャーセンター）
優良（30分） 一般（60分） 違反（120分） 初回（120分）

22日(月)14:30～ 16日(火)13:30～５月 22日(月)13:30～/25日(木)18:30～ 12日(金)14:30～/25日(木)19:30～

３
２

１

９
１

１
４

ル

☎
（
プ

7

５

５
８

）

広告

防災行政無線の放送
防災行政無線で
放送した内容は、
電話やホームページでも
確認することができます。
☎74- 3050 （通話料有料）

■問合せ 企画防災課防災グループ
（☎74-3004 ）



送りつけ商法・オレオレ詐欺が急増しています！送りつけ商法・オレオレ詐欺が急増しています！
送りつけ商法の対処方法

　身に覚えのない商品は絶対に受
け取らない。断ったのに送られて
きた商品、家族のだれも頼んでな
いのに送られてきた商品は受け取
らないようにしましょう。
　あやしいと思ったら洞 湖町役
場産業振興課に連絡ください。

オレオレ詐欺の事例
　オレオレ詐欺の犯人が子どもや孫を名乗り、
「のどにポリープができて、病院に来たら会社のお金や通
帳が入ったカバンをなくした。」
「今日中に弁償しなければ、会社をクビになってしま
う。」
「上司の息子が取りに行くの
で、○○万円を用意して渡し
てほしい。」などといって、
被害者が金融機関で現金を引
き出し、自宅近くの路上など
で、上司の息子を名乗る男に
何百万円も渡してしまった。

第６回
資源
回収

■問合せ
　環境課環境推進グループ
　　　　　（☎74-3006）

　インターネットなどを使用したショッピングが普及し、段
ボールごみの発生が多くなっている時代です。段ボールは燃
やせるごみとして排出できますが、資源回収でも処理できま
す。資源回収では、主に新聞・雑誌・段ボール・紙パック・
ビールびん・一升びんを回収し
ています。また、町では各自治
会などの団体に資源の回収量に
応じて助成を行っています。限
りある資源を大切に活用するた
めにも、是非、資源回収にご協
力ください。

送 け商法

未来のために
未来のために

　今年も観光朝市を開催します。
　洞爺湖周辺で採れた新鮮な野菜や果物を特別価
格で購入できます。ぜひお越しください。
■日　程　５月21日(日)～９月24日(隔週日曜日)
　　　　　※５月は21日のみ、６～９月は第２・
　　　　　４日曜日
■時　間　午前６時～午前８時
　　　　　※５月21日は洞爺湖マラソンのため、
　　　　　14時ごろまで
■場　所　洞爺湖汽船駅前桟橋前特設会場
■問合せ　とうや湖観光朝市協議会
　　　　　会長　青山晴重（☎75-2187）
　◆出店に関する問合せも受け付けます。

第40回
とうや湖観光朝市

　道内全域で、送りつけ商法やオレオレ詐欺が相次い
で発生しています。
　町内でも、昨年秋ごろから送り付け商法と思われる
事案が複数発生しています。
　送りつけ商法とは、注文していない商品が勝手に送
られてきたり、断ったのに商品が送られてきて一方的
に代金を請求する悪質な手口です。
　町内で発生した事案は、頼んでもいない荷物が請求
書と共に送られてきたものや突然代金引き換えで大量
の荷物が送られてきたものなどがあります。いずれも
送りつけ商法と思われる手口でしたが受け取り拒否を
したため、被害にはあっていません。
　今後も町内で同様の事案が発生する可能性がありま
す。特に高齢者の方に狙いを定める場合もあります。
　一方、オレオレ詐欺は２月13日室蘭市で、1,800万
円の高額被害があったほか、道内各地で毎日のように
詐欺とみられる電話が入っています。被害も数十件、
数千万円にのぼっていて、まさに「緊急事態」です。
　手口は多様化しています。怪しい電話がきたら詐欺
を疑い、すぐに家族や警察に相談してください。
■問合せ　産業振興課水産・商工グループ
　　　　　　　　　　　　　（☎74-3005）

送りつけ商法・オレオレ詐欺が急増しています！

広告
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一　

般＞

▽
ほ
ん
と
に
旨
い
、

絶
対
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失
敗
し
な
い
。
ラ
ク
う
ま

ご
は
ん
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コ
ツ
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尾
幸
子
）▽
１

＋
１
の
和
の
料
理
（
松
本
栄
文
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▽
Ｎ
Ｈ
Ｋ
別
冊
趣
味
の
園
芸
「
日

陰
を
い
か
す
美
し
い
庭
」(

監
修

　

月
江
成
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▽
再
発
！
そ
れ
で

も
わ
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／
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２
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迷
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憂
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史
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狩
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▽
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澤
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世
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介
）

＜

児
童
書＞

▽
と
ん
で
も
な
い

（
鈴
木
の
り
た
け
）▽
ぼ
く
の
草
の

な
ま
え
（
長
尾
玲
子
）▽
人
間
（
加

古
里
子
）▽
じ
め
ん
の
う
え
と
じ

め
ん
の
し
た
（
ア
ー
マ
ン
Ｅ
・
ウ
ェ

バ
ー
）▽
時
計
坂
の
家
（
高
桜
方

子
）▽
く
ま
さ
ん
の
お
で
か
け
（
な

か
が
わ
り
え
こ
）

●
開
館
時
間

■
あ 

ぶ 

た
（
☎
76‐

２
１
０
０
）

　

10
時
〜
16
時
20
分

■
み
ず
う
み
（
☎
75‐

４
７
０
２
）

　

10
時
〜
15
時

●
５
月
休
館
日

11
日
・
18
日
・
25
日
・
６
月
１
日
・

８
日
・
15
日

（
毎
週
木
曜
日
・
祝
祭
日
休
館
）

■
日　

時　

６
月
９
日
（
金
）

　
　
　
　
　

14
時
30
分
〜

■
場　

所　

あ
ぶ
た
読
書
の
家

■
あ
ぶ
た
読
書
の
家

■
み
ず
う
み
読
書
の
家

■
洞

総
合
セ
ン
タ
ー
図
書
室

今月の1冊

お～い、雲よ
著 長倉洋海

■開館時間　５月　10:00～17:00
　　　　　　６月　10:00～18:00
　　　　　　　　 　　☎87-2525

5/20(土)～

6/４(日)

開　演
入場料

６/10(土)～

７/２(日)

6/18(日)　　



　

ピ
ロ
リ
菌
は
胃
の
粘
膜
に
住
み

つ
く
細
菌
で
す
。
昔
、
上
下
水
道

な
ど
の
衛
生
環
境
が
整
っ
て
い
な

い
時
代
に
感
染
し
た
方
が
多
く
、

50
歳
以
上
の
方
の
70
％
以
上
が
感

染
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ピ
ロ
リ
菌
は
感
染
し
て
も
必
ず

病
気
に
な
る
わ
け
で
は
な
く
、
病

気
に
な
る
の
は
感
染
者
の
５
％
ほ

ど
で
す
が
、
胃
潰
瘍
や
慢
性
胃
炎
、

十
二
指
腸
潰
瘍
に
な
っ
た
方
の
多

く
が
ピ
ロ
リ
菌
に
感
染
し
て
い
る

と
言
わ
れ
、
胃
が
ん
患
者
の
80
％

以
上
が
感
染
者
で
あ
る
と
の
報
告

も
あ
り
ま
す
。

　
「
症
状
が
な
い
か
ら
」
と
ピ
ロ
リ

菌
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
胃

潰
瘍
、
慢
性
胃
炎
な
ど
に
か
か
り

や
す
か
っ
た
り
、
胃
が
ん
に
な
る

危
険
性
が
20
倍
に
跳
ね
上
が
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
検
査
と

適
切
な
治
療
を
受
け
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

　

町
で
は
、
ピ
ロ
リ
菌
検
査
を
年

３
回
の
集
団
の
特
定
健
診
・
が
ん

検
診
に
合
わ
せ
て
行
い
ま
す
。
今

ま
で
一
度
も
ピ
ロ
リ
菌
の
検
査
を

受
け
た
こ
と
が
な
い
方
は
ぜ
ひ
受

け
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
中
学
生
の

ピ
ロ
リ
菌
検
査
と
除
菌
も
開
始
し

ま
す
。
こ
の
検
査
で
陽
性
だ
っ
た

場
合
で
も
感
染
し
て
い
な
い
こ
と

が
あ
る
た
め
、
陽
性
者
は
次
に
尿

素
呼
気
検
査
を
行
っ
て
感
染
の
有

無
を
確
認
し
ま
す
。
感
染
し
て
い

た
場
合
は
町
の
負
担
で
除
菌
を
行

い
ま
す
。
平
成
29
年
度
は
中
学
２
、

３
年
生
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
体

に
負
担
の
な
い
検
査
な
の
で
受
け

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。



　
「
社
会
福
祉
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
」（
平
成
29
年
４
月

１
日
施
行
）
に
伴
い
、
現
評
議
員

に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
29
年
３

月
31
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な

り
ま
し
た
。
長
き
に
わ
た
り
、
法

人
運
営
に
ご
尽
力
く
だ
さ
っ
た
こ

と
、
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

改
正
後
の
社
会
福
祉
法
等
で

は
、
評
議
員
会
は
諮
問
機
関
か
ら

法
人
運
営
に
係
る
重
要
事
項
の
議

決
機
関
へ
、
理
事
会
は
業
務
執
行

の
決
定
機
関
へ
と
、
そ
の
役
割
が

全
く
違
う
も
の
へ
と
変
わ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

次
期
評
議
員
は
、
評
議
員
選
任

・
解
任
委
員
会
に
お
い
て
、
次
の

と
お
り
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

▽
赤
川
龍
麿

▽
安
住
八
重
子

▽
毛
利
納

▽
伊
藤
賢
二

▽
網
嶋
勉

▽
吉
田
聡

▽
増
山
顕
佑

任
期　

平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら

４
年
以
内
に
終
了
す
る
会
計
年
度

の
う
ち
、
最
終
の
も
の
に
関
す
る

定
時
評
議
員
会
の
終
結
日　

　
こ
の
度
、
現
理
事
２
名
が
次
期

評
議
員
に
選
任
さ
れ
た
こ
と
な
ど

に
伴
い
、
次
の
と
お
り
理
事
１
名

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

▽
村
上
僚
男　

任
期　

平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
29
年
度
定
時
評
議
員
会
の
終

結
日

　
こ
の
度
、
公
益
財
団
法
人
中
央

競
馬
馬
主
社
会
福
祉
財
団
の
助
成

に
よ
る
車
両
整
備
事
業
が
完
了
し

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

施
設
入
所
者
及
び
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
入
居
者
の
日
中
活
動
に
お
け
る

送
迎
体
制
の
確
保
、
ま
た
、
余
暇

活
動
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。 　

公
益
財
団
法
人
中
央
競
馬
馬
主

社
会
福
祉
財
団
並
び
に
一
般
社
団

法
人
函
館
馬
主
協
会
へ
謹
ん
で
感

謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

■
事
業
名　

送
迎
車
両
（
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
）
購
入
事
業

■
整
備
車
輛　

三
菱
ロ
ー
ザ
・
ロ

ン
グ
ボ
デ
ィ　

４
Ｗ
Ｄ　

１
台

■
事
業
費
総
額　

８
６
１
万
円

■
助
成
金
額　
　

99
万
円

■
事
業
完
了
日　

平
成
29
年
３
月

21
日

　

４
月
３
日
よ
り
国
道
花
壇
を
皮

切
り
に
、
町
内
の
花
壇
へ
植
え
込

み
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
町
民
の

皆
さ
ま
か
ら
は
、「
い
つ
も
丁
寧
に

植
え
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」「
花

壇
き
れ
い
だ
よ
！
」
な
ど
、
例
年
励

ま
し
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
そ

の
事
が
私
た
ち
緑
化
事
業
班
の

「
元
気
の
源
・
活
力
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
年
も
ま
た
温
か
い
目

で
見
守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
と

て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
道
沿
い
な
ど
で
の
作

業
中
は
、「
作
業
中
の
看
板
と
安

全
ベ
ス
ト
」
を
着
用
し
、
運
転
中

の
皆
様
方
に
出
来
る
限
り
、
ご
迷

惑
と
な
ら
な
い
よ
う
に
心
掛
け
て

い
ま
す
。
運
転

中
な
ど
見
か
け

た
際
は
、
ど
う

か
徐
行
協
力
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
も
各
花

壇
へ
の
配
色
に

留
意
し
て
、「
洞

湖
町
の
花
壇

は
き
れ
い
で
良

い
！！
」
と
、
他
市
町
村
の
方
々
か

ら
も
お
声
を
掛
け
て
も
ら
え
る
よ

う
な
花
壇
づ
く
り
を
事
業
班
一
丸

と
な
っ
て
目
指
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
（
デ
イ
セ
ン
タ
ー
あ
す
な
ろ
支

援
員　

Ｓ
・
Ｈ
）
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人口と世帯の動き３月31日現在（先月比）
男……………4,246 人（△21）
女……………4,871 人（△31）
計……………9,117 人（△52）
世帯………4,957 世帯（△ ９）

洞爺湖町の春を告げるホタテの耳吊り作業洞爺湖町の春を告げるホタテの耳吊り作業

　
　

校
時
代
を
洞

で
過
ご
し
た

　
　

渡
辺
さ
ん
。
札
幌
市
出
身
で
、

札
幌
市
の
中
で
も
自
然
豊
か
な
地

域
で
育
ち
、
常
に
自
然
を
身
近
に

感
じ
て
い
ま
し
た
。
寮
生
活
に
憧

れ
も
あ
り
札
幌
市
と
は
ま
た
違
っ

た
自
然
環
境
に
身
を
置
き
た
い
と

洞

高
校
へ
進
学
。
寮
生
活
は
規

律
が
厳
し
か
っ
た
も
の
の
「
青
春

時
代
の
多
く
を
過
ご
し
た
洞

湖

は
自
身
に
と
っ
て
特
別
な
場
所
だ

っ
た
」
と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

専
門
学
校
を
卒
業
後
は
洞

に

戻
っ
て
病
院
で
働
い
て
い
ま
し
た
。

今
後
の
仕
事
に
つ
い
て
考
え
て
い

た
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
に
間
近
で
友

人
た
ち
が
何
も
な
い
場
所
か
ら
お

店
を
起
ち
上
げ
て
い
る
最
中
で
し

た
。
当
時
の
旧
洞

村
は
た
だ
大

自
然
が
広
が
る
ば
か
り
で
と
う
や

水
の
駅
も
ま
だ
建
つ
前
。「
こ
の

素
敵
な
場
所
に
た
く
さ
ん
の
人
が

訪
れ
て
ほ
し
い
、
い
つ
か
洞

湖

で
お
店
を
開
き
た
い
」
と
友
人
た

ち
を
見
て
自
分
に
も
何
か
で
き
る

か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
瞬
間
で

し
た
。

　

そ
の
後
札
幌
で
喫
茶
店
や
コ
ー

ヒ
ー
豆
専
門
店
で
経
験
を
積
む
た

め
働
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
の
修
業

は
と
て
も
厳
し
い
も
の
で
し
た
が

持
ち
前
の
ガ
ッ
ツ
で
段
々
と
周
り

に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の

つ
な
が
り
の
中
で
、
小
樽
の
銭
函

に
あ
る
「
か
き
氷
屋　

Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｏ

Ｍ
Ｅ
」
の
一
角
を
珈
琲
ブ
ー
ス
と

し
て
借
り
る
こ
と
に
な
り
「
Ｋ
Ａ

Ｍ
Ｏ
Ｍ
Ｅ　

Ｃ
Ｏ
Ｆ
Ｆ
Ｅ
Ｅ
」
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん

の
イ
ベ
ン
ト
に
出
店
し
た
り
、
氷

で
落
と
す
珍
し
い
氷
出
し
珈
琲
を

提
供
す
る
な
ど
徐
々
に
人
気
が
高

ま
り
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
得
て
い

ざ
洞

湖
へ
。
今
季
は
、
５
月
か

ら
秋
く
ら
い
ま
で
、
い
こ
い
の
家

よ
り
更
に
奥
に
あ
る
「
茶
洞
庵
」

の
喫
茶
ス
ペ
ー
ス
で
オ
ー
プ
ン
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
珈
琲
だ

け
で
は
な
く
ケ
ー
キ
や
軽
食
な
ど

も
提
供
。
洞

湖
を
一
望
で
き
る

小
高
い
場
所
で
、
時
間
を
忘
れ
て

ゆ
っ
た
り
の
ん
び
り
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
渡
辺
さ
ん
が
オ
リ
ジ
ナ
ル

で
ブ
レ
ン
ド
し
た
「
洞

湖
ブ
レ

ン
ド
」
は
イ
チ
オ
シ
で
す
。
ぜ
ひ

一
度
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

 　
　
（
宮
本　

好
）
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洞爺湖町の春を告げるホタテの耳吊り作業


